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ったことになる。
　近畿の銅鐸のうち，最古例の出土地不明・東京国立博物館35509号銅鐸は，高さ22．3cm，重さ
1．1kg，製作年代は前4世紀代までさかのぼるだろう。それに対して，最新例は滋賀県大岩山1－1
号銅鐸は，高さ134．7cm，重さ45．4kg，製作年代は2世紀末頃であろう。高さにして6倍増，重さに
して41倍増，これが銅鐸の歴史500年間におきた変化である。ちなみに中国の銅鈴は高さ5～9cm，
朝鮮半島の銅鈴は9～16cmである。銅鐸の大きさの増大は，銅鐸によせる弥生人の期待の増大を示
している。
　その一方，九州の銅剣・銅文・銅矛も大形化する。最古の銅矛は福岡市板付遺跡出土品で，長さ
約18cm，重さ約140gである。それに対して最新の銅矛は長崎県黒島出土品で，長さ約90cm，重さ
約3．3kgである。最古の銅矛にくらべると長さは5倍増，重さは23倍増しており，大型化の傾向は銅
鐸と軌を一にする。互いに刺激しあい、その大きさを競った結果であろう。
　青銅器の原料は，銅・錫・鉛からなる。そのうち鉛の同位体の分析によると，最初は朝鮮半島か
ら，後には中国北部からもたらされたという。弥生青銅器の大型志向は，外界からの原料の供給に
依存しながらだったとすれば，驚くべきことである。何を代償にして原料を入手することができた
のか，大きな問題である。
　3　象徴同士の戦い
　弥生時代の青銅武器は，当初は武器として用い，個人の墓に副葬していたが，やがて武器として
の機能を退化させ象徴化を進めるのと併行して個人から離れ，丘の斜面などに複数個を埋納する祭
器へと変化する。大きな武器，大量の武器は，武力の象徴である。埋納の意味は，危機に際して神
に武器を奉納して自分たちを護ってもらおうということであろう。北部九州勢力にとって重要な朝
鮮半島に面する対馬，近畿の銅鐸分布圏と接する南四国に福岡・佐賀産の銅矛形祭器が集中的に分
布しているのは，1，2世紀の西日本の政治勢力間の緊張した状況を伝えている。人は鉄の武器で，
神は青銅の武器で敵勢力と戦ったのである（図14）。
　銅鐸は1世紀後半から大型化を進め，2世紀になると，高さが1mをこすものも現われる。鉦に
大きな飾り耳をつけ文様には太い突線を加え，威儀を増大させようと努力している。舌を伴う例は
なく，鳴らすことを放棄した見るだけの銅鐸である。
　そして，高さ134cm，重さ45kg，世界最大の「銅鈴」を作った直後，銅鐸の歴史は終わる。
　その一方，それまで銅鐸の分布圏に属していた地域で変化が生じる。島根県加茂岩倉で見つかっ
た銅鐸は，出雲ではもっとも新しい一群を含む。出雲では1世紀の前半に銅鐸の祭りをやめてしま
ったのである。代わって広島山間部・島根から富山までの日本海側を特徴づけるのは，四隅が突出
した方形の墳丘をもつ墓である。その最大例は，方丘の一辺が40mに達する。2世紀後半の出雲市
西谷3号墳丘墓は，木榔で木棺を囲い，大量の朱を使ったまさに王墓である。出雲にわずかに遅れ
て銅鐸の分布圏から離脱する吉備も，2世紀後半に円形の墳丘の二方向に突出部を付けた長さ約
80mの倉敷市楯築墳丘墓を造る。埋葬儀式に使った，特殊な胎土・器形・文様をもつ大型・重厚な
壼・器台は，吉備を中心に分布し，吉備を象徴する土器となる。
　愛知・静岡の東海西部では，1世紀から銅鐸を作り始め，2世紀になると，三遠式銅鐸と呼ぶ銅
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　　　　　　　　図10　銅鐸の鋳造地と製品の移動推定図
Fig．10　Bronze　beU　factory　sites　and　distribution　r（）utes　of　the　products．
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　　　図11　鋳型用石材の分布
Fig．11　Distribution　of　raw　materials
　　　　for　molds，
　　　　　1大阪・東奈良
Higashinara，　Osaka　made　of　sωne
　　　1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4
推定河内産（1・2），摂津産（3・4），推定大和産（5・6）の銅鐸
　The　bronze　bells　presumably　made　in　Kawachi（1．2）；
in　Settsu（3，4）；and　presし1mably　in　Yamtato（？5・6）
5
　　　　　　2奈良・唐古・鍵
　　　　　　Karako－K．agi，　Nara
　　　　6　　made　of　clay
図13　銅鐸の鋳型（1石製，2土製）
Fig．13　Molds《〕f　the　bronze　bells
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鐸を生むにいたる。内面の突帯は太く，磨滅もしているので，実際に鳴らしたものである。近畿の
影響をうけながらも，独自の動きを始めたのである。
　2世紀にそれぞれの地方をあらわす象徴となった近畿の近畿式銅鐸の最後は2世紀の終わり頃，
東海の三遠式銅鐸と北部九州の銅矛はそれより少し早く最後を迎える。
　1～3世紀，弥生後期は，各地の地方勢力が，それぞれ青銅器や墓制に何らかの象徴を見出し競
った時代であった。象徴の種類は異なっても，その大きさで競いあった。器物の高さが1mを突破
した近畿と吉備，そして巨大な墳丘墓を築き得た山陰，吉備，近畿は次の前方後円墳の時代を先導
する強大な勢力として重要な役割を果たした。
　魏志倭人伝によると，2世紀の終わり頃，倭国は乱れ，卑弥呼を倭王に共に立てることによって
乱は終息したという。銅矛・銅鐸を廃絶させたのは，それらに代わる「倭国民統合の象徴」として
卑弥呼が登場し，彼女が配布する銅鏡が倭国と個々の首長との関係をあらわす象徴になったからで
はないだろうか［看…成2002］。その一方，吉備で誕生した特殊壷・器台は，3世紀中ごろには，奈
良県箸墓古墳など最古の前方後円墳を飾る埴輪の祖型として採用される。
　4　争う象徴同士
　銅鐸は，土中にそれだけを意図的に埋めた状態で見つかる。九州では，銅剣・銅文・銅矛は当初
は墓に副葬しているが，やがて埋納するようになる。九州では埋納が始まるのは，熊本など周辺部
からである。埋納の主体はどこか。北部九州勢力であった，と私は解釈する。自らの勢力のおよぶ
境界付近で祭りをおこない，そこに武力の象徴を埋めることによって，守りをかためようとするの
である。銅鐸の埋納の影響と考えてよいだろう。
　弥生時代の青銅器は，実用品に出発し，象徴品に転化した。政治的・経済的に対立する相手の出
現は，自らの存在を自覚させ，イデオロギー的統合をはかるための象徴を生み出す。したがって，
象徴は，それぞれの地域で，独自のものであらねばならず，最終的にはただ一つの象徴に収飯する
ことになる。
　敵対する象徴同士は競争をひきおこし，それを異常に発達させる。弥生青銅器では，その競争は，
大型化という道をとった。大型品を示すことによって，相手を圧倒しようとする思考である。
　北部九州産の銅矛の最後は2世紀後半ないし末，東海地方産の三遠式銅鐸の最後も2世紀後半な
いし末，そして近畿式銅鐸だけが2世紀ないし3世紀初めまでのこる。最新式の近畿式銅鐸は三遠
式銅鐸の文様の一部を取り込んでいる。近畿の銅鐸鋳造集団が，三遠式銅鐸の製作工人を吸収した
ことを佐原真は考えている［佐原2002］。あるいは，勝手に象徴を作らないように，九州の銅鐸の
製作工人も，近畿勢力は吸収したかもしれない。対立が支配従属の関係におさまると，従属した側
の象徴は消滅する。
　2世紀末の岡山・島根・鳥取では，銅鐸を欠く代わりに，その地域独自の埋葬方式を生みだし，
その時期の列島内で最大級の墳丘墓を造っている（図15）。近畿勢力の象徴である銅鐸の祭りを拒
否し，新たな象徴を創りだしたのである。
　このように，列島内で，自らの象徴を選択あるいは創造し大型化して競いあう時期は，同時に地
域勢力間で対立抗争をしている時期であった。3世紀の後半，前方後円墳が出現する。それは，こ
46
日本の青銅器文化と東アジア
　　　　　　春成秀爾
?
　北部九州産の銅矛
Spearhead　and　Halberd
　made　in　Kvushu
（Fukuoka　and　Saga）
ぶ銅矛分布圏
多％近畿産の銅鐸分布圏
、　東海産の銅鐸出土地
ζ一｛）平形銅剣の分布圏
、＿〔
・　銅矛・銅鐸鋳型の出土地
o　中細形c式銅剣の出土地
　　　推定出雲産の銅剣
Dagger　made　in　Izumo（Shimane）
　　　　　　　＿↓
?
　　　　　　　　　　　　　　　　　推定北四国産の銅剣　　　推定河内産の銅鐸
　　　　　　　　　　　　　　　　Dagger　made　in　Shikoku　　Bell　made　in　Kinki
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ehime　and　Kagawa）　（Osaka，Nara　and　Hyogo）
　　　　　　　　図14　弥生時代の青銅祭器の分布（紀元1年前後）
Fig．14　Distribution　map　of　the　bronze　ritual　instnlments　of　the　Yayoi　period（1cB．C．to　lc．AD．）
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［春成2000］
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れまでの各地方勢力の象徴を廃絶あるいは吸収し，新たに創出した倭国の象徴であった。
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